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全体としてみれば意義深いシンポジウム 
―― コーディネータとしての感想 ―― 
 














 発表者の持ち時間は 30 分で９時 15 分から 11 時 15 分までの２時間が当てられ、コメントと
















































































－ 81 － 
は「なぜ川崎なのか」と疑問をもたれた方が少なからずおられたのではないかと思った。 
 日本の経済社会において川崎工業地帯がどのように形成され、歴史的にどのような役割りを
果たし、日本の地域社会の中でどのような特徴を有し、現在どのような課題を抱えているのか
を概論的に説明し、それから本論に入っていくという手順を踏んだならば、中国の方々の理解
をさらに深めることができたのではないかとの印象を持った。 
 以上は私の率直な感想であるが、今回の社研プロジェクトに参加することが出来たことは、
私にとって貴重な体験となったことを感謝の気持ちを込めて改めて述べさせて戴きたいと思う。
上に述べた私のコメントは「無い物ねだり」の感がしないでもないが、経済学の立場からの私
の印象であり、今後の参考にでもしていただけたらと念じて述べたものである。 
 
４．言葉の壁を乗り越える工夫を 
 最後に、中国とのディスカッションは言葉の壁が実に大きいと実感した。同時通訳は一見す
るとスマートだし、議論を効率よく展開する上では理想的な型式であるが、通訳者が専門用語
をどの程度理解しているかによって必ずしも理想的な形にはならないこともあり得る。日本語
と中国語の両方を理解している中国からの留学生によると、必ずしも正確に訳されていない場
合が多々あったと聞く。そのために議論が噛み合わないことがままあったのではないだろうか。 
 これを避けるためには事前にフルペーパーを作成し、印刷して参加者全員に事前に配布して
おき、当日はプレゼンテーションを 10 分程度で終わる（ディスカッションに十分な時間を確保
するために）ことのできる要約版を事前に通訳者に渡しておき、完全に意志が通じるようにし
ておくべきではないだろうか。また、一つの報告には必ず相手国側のコメンテータをつけて議
論に深みを持たせる工夫が必要であろう。私は国際的なシンポジュウムを何回となく体験して
いるが、このような形式をとっていさえすれば、完全とはいかないまでも結構正確にお互いの
主張を相手に伝え、議論を深めることができたように思える。国際シンポジウムのあり方をさ
らに研究することが必要であろう。 
 
以 上 
